
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本方針別整備計画の事例 
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1 交流・連携（ふれあい） 

 

 （１）  広域的な連携・交流を促すふくしまの道づくり 

＜整備効果の予測＞高規格幹線道路、地域高規格道路の整備（常磐自動車道） 
  

 

 

 
 
 
 
 

○ 平成 10年８月の豪雨災害により東北道（須賀川～那須 IC）が長時間通行止めになりました。し

かし、磐越道経由常磐ルートが確保され、東北地方と首都圏・中京・関西方面を結ぶ物流に大

きな混乱を起こしませんでした。 

○ 浜通り相双地方には、高度な医療施設を有する第三次救急医療施設がありません。現在、相双

地方南部から年間 500 件の救急患者がいわき市内の第三次救急医療施設へ搬送されています。

常磐自動車道が整備されれば、時間短縮、定時性確保、振動等による患者の負担の軽減など、

広域的な高度医療体制が確保されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲災害時におけるネットワーク         ▲相双地方南部からの救急患者搬送件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲平成 10年豪雨災害時の迂回状況         ▲高速バスによる都市間交流の活性化 
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＜整備効果の予測＞高規格幹線道路、地域高規格道路の整備（東北中央自動車道） 

  
 
 
 
 
 

○ 現在、米沢市、福島市、相馬市は国道 13号、115号で結ばれていますが、隘路区間が多く、沿線
地域を含む広域的な連携・交流を阻害しています。東北中央自動車道が整備されれば、地域間の

所要時間が短縮し、通学圏域の拡大、相馬港関連の効率的な流通ルートの確保、観光地アクセス

ルートの確保など日常生活面、産業面、観光面などの広域的な連携・交流の促進が期待されます。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▲現在の国道の状況と時間短縮効果 

 
 
 
 
 
 
 
 

▲相馬港利用の輸入セメントの仕向地          ▲通学圏域の拡大 
 

 

 

 

 

 

 

 

▲福祉医療の拠点となる福島市周辺の病床数   ▲東北中央自動車道沿線の豊富な観光資源 
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＜整備効果の予測＞高規格幹線道路、地域高規格道路の整備（会津縦貫北道路） 

 

 

 

 

 

○ 会津縦貫道路は栃木西部・会津南道路とともに栃木県宇都宮市から会津若松市、喜多方市を結び
会津軸の中核をなす地域高規格道路で地域振興に大きな効果を与え、広域的な交流・連携の強化

が期待されており、その一部区間の会津縦貫北道路について、平成９年度から事業に着手してお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲会津縦貫北道路の整備効果 
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＜整備効果の予測＞七つの生活圏や隣接各県を連携する一般国道、 

主要地方道等幹線道路網の整備（国道 289号甲子道路） 

  

 

 
 
 
 

○ 国道 289号の甲子峠区間は通行不能区間であり、甲子道路が整備されれば、七つの生活圏や隣接

各県が連絡され、新たな地域間交流・連携の強化、経済活動の活性化、広域観光ルートの形成、

都市的サービスの実現、教育・文化の交流が期待されるとともに、災害時の幹線ルートが確保さ

れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲七つの生活圏における甲子道路の位置付け 
 
 
 
 
 
 
 

 

下郷町～西郷村間 約４５分 

下郷町～西郷村間 約９５分 

５０分の短縮 

国道２８９号甲子

県道白河羽鳥線 

国道１１８号 

磐越自動車道 
国道４９号 
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＜整備事例＞ 高速交通体系とのアクセス道路の整備 

       （県道上北迫下北迫線－上北迫工区） 

 ○ 県道上北迫下北迫線上北迫工区は、平成１４年３月の常磐自動車道広野インターチェンジの供用に合
わせて、国道６号と広野 IC を結ぶアクセス道路として整備をしたものであり、さらに J ヴィレッジ

や天神岬スポーツ公園などの地域振興施設を連絡する道路として地域づくりのための広域観光拠点

との連携を図ります。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜整備効果の事例＞物流拠点・重要港湾などとネットワークする道路の整備 
（国道６号常磐バイパス－住吉交差点立体化事業） 

  
○ 国道６号バイパス住吉交差点付近では、常磐バイパスで約３万台／日、国道６号現道で約２万台／日
の交通量があり、多い時では約２km を越える渋滞を引き起こしていました。当交差点が立体化され

れて、渋滞が解消され、快適な通勤交通の実現、沿道環境の改善、小名浜港への観光・物流交通の支

援などが図られています。 
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                  ▲住吉交差点の渋滞状況               ▲小名浜港への観光・物流交通の支援 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲快適な通勤交通の実現                  ▲沿道環境の改善 



 

 
（２）  地域連携・地域生活を支えるふくしまの道づくり 

＜整備効果の事例＞地域連携を支援する一般国道、主要地方道等幹線道路網の整備 
（国道４号杉田拡幅） 

  ○ 国道４号杉田拡幅部は、１日に約３万台の交通量があり、25年前に比べ４割も増加しています。

一方、交通量の増大にともない、渋滞も悪化してきており、最大渋滞長が 2,500ｍに及でいます。

杉田拡幅（４車線化）により、渋滞が解消されれば、福島市と郡山市の地域連携の促進が図られ

ます。また、福島市と郡山市の中間に位置する二本松市から第三次救急医療施設である福島県立

医大付属病院とのアクセス性が向上するなど、周辺の救急病院を含めた救急医療ネットワークが

形成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲国道４号二本松市杉田、                       ▲国道４号杉田拡幅区間の位置 
安達町油井における交通量の推移 
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＜整備効果の予測＞自動車交通不能区間の解消（国道２８９号八十里越道路） 
   

 
 
 
 
 
 

○ 自動車交通不能区間である国道 289号八十里越の開通により、新潟県三条市と福島県只見町間の

所要時間が約２分の１に短縮（約１時間 20分の短縮）されます。これにより、高速道路や空港、

医療施設等各種施設の相互利用が進み、有効な投資と施設利用が図られます。また、通勤圏の拡

大や新しい産業の創出と若者・高齢者の活躍の場を創出するとともに、多様な広域観光ルートの

創出が図られます。さらに、新潟・福島県境の冬期通行可能なルートとして、磐越自動車道や国

道 49号の西会津町～津川町・上川村間の峠越えルートに続く八十里越ルートが開通し、災害時や

冬期における信頼性・代替性が確保されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

▲国道 289号八十里越の位置      ▲新潟・福島県境に新たな冬期峠越ルートが出現 
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＜整備効果の事例＞ 地域生活を支える幹線道路網、地域道路網の整備 

          （県道原町浪江線－原浪トンネル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通不能区間解消 
（原浪トンネル） 

葛

○原浪トンネルの整備により、自動車交通不能区間が解消され、地域間連携の促進や地域住

民が安心して暮らせる生活環境の確保が図られました。  
 葛尾村では、整備前は病院の通院場所として、浪江町などの双葉郡や船引町などの田村郡が大勢

を占めていましたが、整備後はより高度な医療が受けられる原町市などの相馬郡への通院の変化

が見られました。 

＜整備効果の事例＞  地域プロジェクトを支援する道

              （

 

 
 
 

○国道１１８号は、福島、茨城、栃木３県の新たな交流圏

援するための中心的な道路として整備を進めてきており

交流を支援し、FIT構想の促進が期待されます。 
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尾村から双葉郡への通院の変化 
葛尾村から相馬郡への通院の変化
路の整備 

国道１１８号棚倉バイパス） 

の形成を目的とするFIT構想を支

、棚倉バイパスの開通により広域



 ＜整備イメージ＞地域の特性や交通特性など地域の実情に見合った道路の整備 
 ○道路は、産業経済を支える根幹的な社会資本であり、急速な少子高齢化社会が進行する中でより安

全で安心して通行できる道路を、効率よく効果的に整備していく必要があります。しかし、我が国

における構造改革の中で、公共事業は縮減の方向にあり高速道路建設の凍結や道路特定財源の見直

しなど、道路を取り巻く環境は一段と厳しさを増している状況です。したがって、より一層の事業

の重点化、選別化、効率化を図った社会資本の整備が求められ、地域特性や交通事情に見合った道

路の整備について、みなさんとともに考えてまいります。 

 

◆整備のメニュー（案） 

○維持補修（ステップ１） 
  工 法 
◇枝払い（視距障害の撤去） 
◇立木伐採（視距・凍結障害の撤去）

◇防護柵設置（保護路肩補強含む） 
◇側溝整備（蓋掛け、皿型側溝含む）

◇支障物件（電柱）の移設 

○局部改良（ステップ２） 
  工 法 
◇待避所設置 
◇突角・凹角の剪除 
◇部分拡幅（路肩補強含む） 
◇部分開削・嵩上げ 
◇橋梁の隅切部拡幅 
◇交差点の改良（隅切り） 
◇河川・沢の付け替え 
◇豪雪地域における排雪所の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆道路整備のイメージ（ステップ２） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆局所的な整備イメージ（ステップ２） 
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２ 暮らし・安全（あんしん） 

 

 
（３）  安全で安心な暮らしを支えるふくしまの道づくり 

＜対策事例＞緊急輸送道路ネットワークの整備（橋梁の耐震補強対策） 
 

 

 

 

○ 緊急輸送道路ネットワークの整備として、落橋防止装置や桁連結装置の設置など橋梁の耐震補強

対策を行います。 

◆落橋防止装置 

工事前                              工事後  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    （大きな地震がきても桁が制限され落ちない） 

施行前                       施行後 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲県道福島・吾妻・裏磐梯線（あづま陸橋）補修状況 
                   

◆桁連結装置 
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＜対策事例＞落石防護施設等の整備による危険箇所の解消（国道３５２号滝原工区） 

 ○切土法面などの落石を防止するため、落石防護施設等を整備し、危険箇所の解消を図ります。 

 

 
                 対策前                対策後 
 
 
 
 
 
 
 
▲落石対策概念図           ▲落石防護施設工 国道３５２号（田島町滝原） 

 

通行規制時には、50km もの

迂回を余儀なくされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜対策事例＞交差点改良による交通事故多発地点の解消（国道１１８号南町交差点） 

 ○交差点における右折車両等による事故を防ぐため、右・左折レーンを設置するなどの交差点改良を 

  行い、交通事故多発地点の解消を図ります。 

 

◆交差点改良（右・左折レーンの設置）イメージ 
 
 

整備前                                            整備後 
 
 
 
 
 

整備前                    整備後 
 
 
 
 

▲国道１１８号（会津若松市 南町交差点）における交差点改良 
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＜整備イメージ＞交差点・あんしん歩行エリアの整備 

 
○ 依然として厳しい道路交通安全を取り巻く状況に鑑み、警察庁と共同で、平成 15 年度を初年度

とする新たな交通安全施設等の整備計画を策定し、緊急に対処すべき交通安全施設等の整備を

進めます。 

○ 市街地内の事故発生割合の高い地区において、歩行者等を優先する道路構造等により安全な通行

経路が確保された「あんしん歩行エリア」を形成するため、公安委員会の速度規制等とあわせ

て、歩道の設置や歩行者優先道路の整備等を面的・総合的に進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲あんしん歩行エリア イメージ図 
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（４）  雪や寒さを克服するふくしまの道づくり 

＜対策事例＞雪崩と地吹雪から道路を守る 

 ○雪崩や地吹雪を防ぐために様々な対策施設を整備します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

▲峠部の雪対策               ▲国道 252号（只見町田子倉） 
のスノージェット工 

＜整備事例＞冬期バリアフリー対策の推進 
 ○雪国では、積雪によって歩道の幅員が減少したり、凍結に 

よって転倒しやすくなるなど、冬期特有のバリアが存在しま 

す。これを「冬期バリア」と呼ぶこととし、人が多く集まる 

鉄道駅周辺、中心市街地や通学路等、特に安全で快適な歩行 

空間の確保が必要なところで除雪の充実、消融雪施設や流雪 

溝の整備など、さまざまな冬期バリアフリー対策を総合的に 

進めます。 
▲消融雪施設が整備された 
国道 118号（会津若松市駅前町）の状況 

◆各種事業の協調による冬期バリアフリー対策イメージ 
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（５）  思いやりを持ったふくしまの道づくり 

＜整備事例＞歩行者・自転車や車椅子のすれ違い可能な歩道幅員を確保 
 ○歩行者・自転車や車椅子のすれ違い可能な歩道幅員の確保、段差も解消、雨天時の滑りやすさや水

はねの解消などによる歩道のバリアフリー化により、高齢者や障害者にも安全で快適な歩行空間を

確保します。 

 

◆歩行者のための幅員確保（車道の幅員を狭める、電柱や道路標識等を歩道外の移設等） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
◆雨天時でも滑りにくく、水はねのない舗装（透水性舗装、排水性舗装） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◆高齢者などに配慮した休憩スペースの確保 
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（６）  維持管理の充実を図るふくしまの道づくり 

＜取組事例＞道路パトロール等の日常管理の充実 
 ○側溝の清掃、草刈り、道路パトロールによる点検など日常管理の充実を図ります。 

◆側溝の清掃                          ◆道路パトロール 
 
 

福島県が行う道路パトロール

延長は、年間約 65万キロ！ 
地球の約 16周分です。 
（地球 1周は約 40,000km）

 
 
 

◆道路維持補修（草刈り） 

 

 

 

 

 

＜取組事例＞アドプトシステムの導入 
 ○地域のみちを、地域住民の手できれいにしたい、そうしたい自然な気持ちを支援していくために、

アドプト・ロード・プログラムを推進します。 

◆アドプト・ロード・プログラムシステム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

H14.10月現在、県内で 15団体が取り組
んでいる。 

「上栃窪里親愛護会」鹿島町上栃窪 
 H13.8.10調印 構成員 85名 

＜取組事例＞道路附属施設への新エネルギーの導入 

 ○道路の維持管理においては、風力や湖水熱等を活用したロードヒーティングなど地球にやさしい新

エネルギーを積極的に導入します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆風力発電概念図                  ◆ロードヒーティング（湖水熱）概念図  
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＜取組事例＞道路管理の高度化・地域ＩＴＳの推進 

 ○より安全で快適な道路交通を確保するため、カメラシステム、道路規制管理システム、冬期道路情

報システムによる道路管理の高度化を図ります。 

 
◆カメラシステム       ◆道路規制管理システム     ◆冬期道路情報システム 
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○ 全国標準版の道路情報提供システムを構築し、
各機関から収集された道路情報を道路利用者

へ一元的に提供します。 

○ 道の駅などにおいて道路・地域・観光情報の提
供をしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 収集したデータを道路管理者間で共有することにより、行政の効率化を図ります。また、そのデータを
道路管理のみならず、地域の防災、交通の円滑化など多方面に活用することにより、より高度な道路管

理に活用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ まち・活力（いきいき） 

 
 （７）  都市の活動を支えるふくしまの道づくり 

＜整備事例＞環状道路、放射道路の整備（国道４号あさか野バイパス） 
 
 
 
 

○ 国道

散、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４号あさか野バイパスは、交通量の増大に伴い郡山市の市街地を通過する交通の適切な分
誘導を図る環状道路として整備されてきました。今後は交差点の立体化を進めます。 
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＜整備事例＞環状道路、放射道路の整備 
 
 
 
 
 
 
 

○ 都市

と、

心市

○ 都市

路と

った沿道土地利用を促進しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ▲都市計画道路 郡山インター線（郡山市） ▲都市計画道路 内郷駅平線（いわき市）

 
＜整備事例＞渋滞の解消・緩和を図るバイパスの整備、交差点改良 

（国道１１８号若松西バイパス） 
 
 
 
 
 
 

○ 一般国道 118号若松西バイパス（会津若松市）は、市街地を通る現

国道 118号の恒常的交通渋滞の解消等を図ります。 

○ JR只見線で分離されていた地域を立体交差により結び、地域間の交

流を促進しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ） ）
▲現国道118号（会津若松市
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▲国道118号若松西バイパス（会津若松市
計画道路郡山インター線（郡山市）の整備は、東北自動車道（郡山 IC）等の主要幹線道路

郡山市中心市街地を結ぶ、新たなアクセス道路として、都市の骨格を形成するとともに、中

街地の交通負荷の軽減や利便性の向上に、大きな役割を果たします。 

計画道路内郷駅平線（いわき市）は、平中心市街地へ流入する通過交通を分散させる環状道

して整備しており、また、隣接する平南部区画整理事業との一体的整備等により、計画に沿



＜施策例＞交通需要マネージメント(TDM)の推進 

 
 
○ 都市部における交通需要の調整・抑制のため、TDM施策を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会津若松市内の「まちなか周遊バス（ハイカラさん）」に

おいて、バス位置情報の提供を行うことで利便性を高

め、バスの利用促進を図ります。 ） 市

 
▲国道13号（福島市
事　　　項 箇所数

福島県全体の指摘箇所数 478

県内主要４都市圏の渋滞指摘箇所数 369

主要４都市圏／県全体＝割合（％） 77.2

福島都市圏渋滞指摘箇所数 134

郡山都市圏渋滞指摘箇所数 112

いわき都市圏渋滞指摘箇所数 95

会津若松都市圏渋滞指摘箇所数 28

問　あなたが普段利用する県内の道路で、渋滞が特に
　　 ひどいと感じる箇所は？

4.6

1.5

16.3

15.1
12.8 12.2

14.4

23.0

右左折レーンを整備する 信号の時間配分を見直す

道路の車線数を増やす バイパス等の迂回路を整備する

交差点の立体化 駐車車両の取り締まり強化

ＴＤＭ施策 その他

 
＜施策例＞渋滞対策プログラムの推進 
 
 
 
 
 
 

○ 次期

アン

○ アン

県内

有効とする意見が２３％と最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
  問 渋滞を解消するためには、どのようなことをすればよいと思いますか？

 
 
 
 
 

次期渋滞対策プログラム策定に向けたア
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▲福島
渋滞対策プログラム（H15年度～）の策定にあたっては、渋滞ポイントの選定や対策について、

ケート、インターネット等により皆さんの意見を反映させていきます。 

ケート回収結果のうち、皆さんが普段利用する道路で、特に渋滞すると感じている箇所として、

全体で４７８箇所が指摘されており、また渋滞解消の対策については、右左折レーンの整備が
ンケート結果



＜整備事例＞中心市街地活性化を支援する都市計画道路の整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 二本松市（竹田根崎地区）では、ワークショップによる住民参加のまちづくりを実施しており、

平成１４年２月には景観住民協定を締結しました。都市計画道路若宮野辺線については、住民の

皆さんが進めるまちづくりと一体となった整備を推進します。 

○ 相馬市（田町地区）の田町商店街では魅力あるまちづくりへの取り組みのため、「Amanogawa 計

画」を策定するとともに、「まちなみづくり協定」を締結しています。都市計画道路小泉桜町線

の整備は、この計画と整合を図りながら実施することにより、まちなみ景観の形成や商業活動の

活性化を支援しています。 

○ 郡山駅庚坦原線（郡山駅前大通り）の整備については、車線を減少し、歩道幅員を拡幅する計画

です。この路線は郡山市の“顔”となるメインストリートであり、事業の実施にあたっては、社

会実験等を通して道路を利用する皆さまの幅広い意見を取り入れたみちづくりを推進します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ▲都市計画道路 小泉桜町線 （相馬市）▲都市計画道路 若宮野辺線 

（二本松市 竹田根崎地区） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※社会実験 

※地域が抱えている問題を解決するた

め、みんなで新しい施策を考え、実際

に体験することで、施策を実施するか

どうかの判断をするものです。 

 ▲イメージ図 ：都市計画道路 

 郡山駅庚坦原線（郡山市）
▲都市計画道路 郡山駅庚坦原線 

（郡山市）
93 



＜整備事例＞駅前広場などの整備による交通結節点の改善（郡山駅西口駅前広場） 
 
 
 
 
 

○ 駅前広場は、鉄道と他の交通機関との交通結節点であり、様々な交通を受け止める広場です。

○ 郡山駅西口駅前広場（郡山市）では、ペデストリアンデッキ、中央広場、バスターミナル、タク

シー乗降場、一般駐車場等を一体的に整備し、交通機関相互の乗り継ぎ、乗り換えの利便性・快

適性の向上が図られました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜整

 
○

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲郡山駅西口 
備事例＞市街地再開発・区画整理等の面的整備（須賀川駅前土地区画整理事業） 

 JR 須賀川駅前の一帯地域では、須賀川駅前土地区画整理事業（須賀川市）を実施しています。

都市計画道路須賀川駅並木町線を主軸として、区画道路を適切に配置し、併せて駅前広場を整備

することで、須賀川市の表玄関にふさわしい良好な市街地の形成を図ります。 

▲須賀川駅前土地区画整理事業（須賀川市） 
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４ 環境・景観（うるおい） 

 

 
（８）  自然環境や景観と調和したふくしまの道づくり 

＜対策事例＞自然環境と調和した道路の整備・エコロードの整備（国道２８９号甲子道路） 

 ○国道 289号甲子道路周辺は、豊かな自然環境に恵まれており、これらの 

自然を生活の場として、様々な種類の生物が生息しています。甲子道路 

では、エコロードの整備を進め、植物や動物を守ることを目的として自 

然環境と調和した様々な工夫を検討しています。 

 

◆構造や線形への配慮（植物や動物のすみかをまもる） 
 
 
 
 
◆横断構造物の設置（動物のとおり道をまもる） 
 
 
 
 
◆誘導対策（動物を交通事故からまもる）      ◆側溝への配慮（小動物をまもる） 
 
 
 
 
 ＜対策事例＞自然景観や沿道環境、建築物と一体となった道路景観づくり 

（国道４９号猪苗代拡幅） 
  

 

 

 

 

 

 

 

○国道 49 号猪苗代地区は、磐梯山・猪苗代湖等の観光地

を通過し休日や観光シーズンでの混雑が著しい区間です。

猪苗代拡幅では、学識経験者、地元関係者等の方々からな

る委員会の意見をとりいれながら、優れた自然環境・景観

を阻害しない道路景観整備方策について取りまとめ、当事

業に反映しています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

▲道路景観整備方策 
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＜対策事例＞沿道環境の改善（国道４号鏡石須賀川環境対策） 
○ 国道４号鏡石須賀川環境対策では、４車線化に伴い交通量が増大し、特に夜間の大型車交通によ

る騒音が著しいことから、車道への排水性舗装（低騒音舗装）の敷設などを実施し、自動車騒音

を低減させて沿道環境の改善を進めています。 

 

                          

 
 
 
 
 
 
 
◆緑地・植樹帯の整備     ◆橋梁部のノージョイント化  ◆排水性舗装の敷設 
 
 
 
 
 
 
  
＜整備事例＞電線類の地中化の推進（電線共同溝整備事業：国道６号平地区） 
 ○いわき市の平地区では、国道６号が市街地における 
  交通の軸、線的な景観構成要素として都市景観の骨 

格をなしています。平地区歩道景観整備では、地元 
住民の方々からなる懇談会、美しい国土づくりアド 
バイザーの意見・指導を反映し、幹線道路としての 
位置付け、歩道としての機能を踏まえた上で、電線 
共同溝整備による電線の地中化を行うとともに、景 
観に配慮した、地元の方に親しみやすい歩道整備を 
行いました。 

 
◆歩道断面図 
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